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一

:
吾
々
が
ソ
聯
經
濟
學
考
の
學
說
史
に
期
待
す
る
處
は
、
精
緻

.I

考
證
と
周
密
な

.

•る
設
索
と
で
は
な
い
。
そ
れ
等
は
所

■「

ブ
ル
ジ 

'日 

ァJ

經
濟
學
史
家
の
側
に
於
て
一
、
多
く
の
收

獲
を
、
吾
々
ほ
有
し
て
ゐ
る
。
吾
等
が
彼
等
に
求
む
る
も
の
は
"
ガ
法
論
的
に
行
塞
つ
た
嚴 

績

史

に
、
新
興
國
の
持
つ
，新
ら
し
い
生
命
を
&

ん
で
吳
れ
るi

で
ぁ
る
。
從
づ
て
、
私
は
先
つ

「

方
法
論-

-

を

麗

參

る
：

'

經
濟
學
史
め
對
象
は
何
か
。

.

そ
れ
が
經
濟
學
で

'

ぁ
る.

こ(

と
ぼ
言
を
俟
た
ぬ
が
、
周
知
の
如
く
マ
ル
キ
ス
ト
の
見
解
に
依
れ
ば
.、
經
濟 

學
に
は
廣
狹
の
ニ
義
が

I

?

狭
義
の
そ
れ
ば
へ
資
本
主

®

的
社#

構
成.

の
特
殊̂̂

れ
は
I

資
本
主
窗
社
會
鱟
以
外
の
社
會
經
濟
的
.權
成
の
夫
：々
6

殊
& '
'

る
法
則
を
硏
究
す
る
。
'經
濟
學
史
|

象
た
る
經
濟
學
は 

各
れ
2

、る
か
o 

v

t
シ
チ.

H

シ
コ
：も
.
ロ
1

:ゼ
ン
べ
ル

矩
へ
ば"

.經
濟
學
が
特
殊
な
理
論
科
學
と
な
つ
た

.

の
が
第
十
八
塞
初
頭
だ

.

か
ら
で
ぁ
隹W

1
.ゼ
は
別
に
理
由
を
述
ベ
て
ゐ
な
い 

一
つ
の
擧S

象
を
規
定
す
る
奮
を
述
べ
な
い

.

こ
と
ば
、
_

し
き
杜
撰
で 

.

.

を
か
く
の
如
く
に
規
定
ず
る
結
果
^
®
磐
濟
學
說
史
は
資
本
主
義
の
終
焉
と
共
に
終
焉
す
べ
き
も
の
で
、
リ
ャ
シ
チ
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展

ず

る

o
/經

濟

學

思

想

根

に

、於

け

石

諸

風

の

潮

派

务

^

學

派

の

爭

认

は

：V
:
.説

階

«

の
_

爭

の

：ー

形

親

で

.あ

り

、
經

濟

的

政

治

的

諸

戰
 

線

に

於

け

る

鬪

爭

今

1
態

を

爲

し

.で

ゐ

る

0

そ

1>
,て
«

ぽ
.か

、

る

务

也

於

げ

る

«

齋

學

&
ぞ

が

_、
ヽ

經

濟

學

史

0 .
對

象

と

な

る

：

」

：
0 ;
.で
.あ
： 

る

。

と

の

*

葉

の

中

で

注

目

す

べ

き

は

、
へ

經

濟

學

を

過

程

<?
:1
^

ガ

:'
-
;發

展

に

於

七

考

.へ
：る

<?
:
'
>い

ふ

.こ
：と

.

^

結
果
と
し
.て
現
れ
‘
'そ
の
璉
論
：の
發
生
と
逐
次
的
醫
と
ば
^

論
ぞ
れ
自
#:
:の
.裡
ゆ
比
與
へ」

ら
れ
て
居
^

な
：い
;0
.
.
:
:
然
.务
に
ぢ
の
：過
程
0:
; 

岡
明
こ
そ
が
、經
.濟
學
史
の
硏
究
對
象
な
の
で
あ
.る」
0
.れ
：̂
令
.更
說
明
す
る
ま
で
?)
:
;酿
く
、'
も
0

\

本
質
を
そ
の
運
動
ゼ
.：於
て
把
握
す 

石
とS

.

ふ
.辯
證
法
の
.
.考
ベ
方
e

1

致
す
る
9
 

.そ
し
.て
.經
濟
靜
の
運
動
.は
現
實
的
に
は
、.
踏
級
圆
爭
の
.1

胗

態

と

，
し

：て

現

れ

る

0
.
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•
一
，
層

明：. 

甶
に
.言
’

ば「

經
濟
學
は
.階
級
諸
關
係
の
表
現
並
び
に
階
敍
_

银
0

手
.段」

と
3

て
現
れ
.が
0:

で
^

る
o
’
.所
が
リ
>
:
シ
チ
：キ
シn

.

は
些
か 

之
と
異
り
、
經
濟
學
の
理
想
と
い
ふ
觀
念
を
持
出
す
。
日

く「

經
濟
學
の
主
要
な
窮
極
的
な
理
想
は
、
社
會
經
濟
問
題
と
そ
の
解
決
で 

あ
る
。
だ
か
ら
そ
の
.歷
史
は
社
會
經
濟
問
題
解
決
の
思
想
史
と
な
る」
と
。
こ
、
に
云
ふ
社
會1

:

題
と
味
何
で
あ
る
加
.。
リ
ャ
シ
チh

ン 

コ
に
從
へ
ば
、
社
#

問
題
の
本
質
は
結
局
諸
階
級
の
經
濟
岡
爭
に
在
る
の
で
あ
る
。
こ
の
鬪
爭
は
火
體
に
於
て
、
經
濟
的
に
抑
踮
さ
れ 

た
社
#

群
の
、
そ
の
抑
腮
胬
に
對
す
ろ
_

带
と
し
ズ
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
現
れ
て
ゐ
る
。
だ
が
社
會
が
分
化
し
、
そ
の
階
級
構
成
が
强 

化
さ
れ
る
と
共
に
.1

こ
の
闘
爭
は
純
階
級
的
性
質
を
帶
び
て
く
る
。
ざ
ぅ
し
て
あ
れ
こ
れ
の
階
級
が
提
唱
し
實
現
し
や
ぅ
と
努
力
す
る 

利
益(

夫
々
の
階
級
&
.身
の
，

)

忙
依
據
し
て
、
—-
•

•f
e

iD
'

社
會
时
イ
デ
ォ
ロ
-
:
.ギ
：1

が
形
成
さ
れ
、
.
社
會
問
題
解
.決
の
?|
?

圖
が
作
り
出
さ
れ
、 

.
時
代
精
神
に
從
つ
て
一
定
の
社
會
諸
關
係
が
成
熟
し
、
作
り
出
さ
れ
る」

と
。
こ
、
杧
至
っ
て
、
私
は
此
ー
！.か
啞
然
た
ら
ざ
る
を
得
な
ぃ
。

則
用
匆̂

^

^

^

私
が
财̂

发
办
で
あ
る
が"
. 

'ブ

體

A

は
何
で
あ
：る
か
。
‘
，
時
代
精
神
は
人
魂
の
棒
：に
空
中
.| ?

遊
_

:1
>
:
て
.林

み 

な
：

い
： .

9:

必̂

何
人(

か

：
の
：
精

神

：
で

あ

.
り
、

そ
.
の
：精
神
の
所̂

?

ほr
:

何
等
.
か
ね̂

^

に
靡
し
そ
’
ゐ
る
。’
時

純

^
は
結
局
す
么
處
何
等 

か
の
^

#

0
.
精
神
に
他
汝
: &
«

い

。
之
を
畤
代
精
神
と
呼
ぶ
こ
と
は
チ
祺
だ
し
^

^

^

^

友

ト

あ

名
- ^

況

ん

や

そ

れ

に

猿

っ

七

.'
一

定
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熟
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る
と.
い
ふ
が
W

き

は

、

.左

翼
^

常
裔
語
を
藉
り
て
沄
へ
ば
、
.

マ
ル
ク
ス
の
驻
だ
し

.

い

棄

曲

，
で

あ
 

る
0
階

級

鬪#
:

を

：表

：
現

す
| >
.

忆「

社
.
會
問
題
の
解
決」

占
い
ふ
言
葉
を
用
ゐ'
た
り
、
政
治
鬪
带
にi

言
も
f

な
か
づ
.
た
り
、

こ
：の
：マ.ル
. 

キ
ス
.
ト
に
_

:

:

£

ぅ
: ^

條
し
：い
節
，々
ぃ
が
多
：い0ン

^
.
:
ン
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次
に
.
經
.
顏

嵙

Q

住

務

は

如

何
:.
,
.

1

シ

チ

.*
>>
,
:
0は

言

ふ

.の

に「

經

濟

蔡

說

史

は

晋

：々
.に

と

0

て

自

e

E

I的

^

は

お

^

得

な

^

0

>そ

れ

.は

堪

.に

經

濟

琎

論

を

现

解

す

る

. 

爲

め

の

乎

段

で

な

讨

れ

ば

「

な

，ら
.な

.い
：0
經

濟

學

史

：は

經

，濟

學

の

*

本
：問

題

を

解

決

.す

.る

歷

史

的

手

’：
段
で
あ
一
般
的
社

#

a
濟
が
認 

識

及

.び

'世

界

觀

塞

歲

す

；5
^
|
'め
.；の

乎

段

で

あ

る

」

と

。
世

界

觀

を

党

成

す

る

爲

め

の

手

段

1̂
v >
ふ

こ

と

を
曹

ふ

な

.ら

ば

、
そ

れ

は

惟

P
 

雜

濟

學

史

.だ

け

セ

.は
な
ー
い
：か
'ら
、
‘：之

^

除

け

.ば

、

經

濟

學

史

ブ

.

.W

.

X

1

P任

務

社

經

濟

學

め

恶

本

問

題

を

^

^
ず

る

歷

史

的

手

段

た

る

' 

こ
.：

と

で
■あ

る

，o

'

£

b外

に

「

.一：
般

社

會

露

的

議

を

震

ず

る

#

段

筠

々J
。
'

が

參

が

、
：：之

.杯

は

經

濟

學
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®

本

間
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決
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れ
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SE.
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る
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濟

筹

の

：恶

本̂

0
*

现

解

; t
^

歷
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.る
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^
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の

住
 

務
だ
点
い
ふ
こ
，4
に
な
る
。
然
^
ば̂
經
濟
學
‘.の*
本
問
題
^
妹̂
何
か
。/
そ
れ
は
先
に
述
べ
た
如
く
、
經
濟
_
维
と
し
て
の
社
#
問
題
で 

.あ

0̂;
,
,さ
，れ
ぱ「

經
濟
擧
史
な
.る
も
の
は
マ
階
級
社
_
の
#

內
の
士
觉
の
經
濟
的
環
境
0
な
か
で
、
-%
じ
^

れ
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れ
o
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#
^
畜

し

：
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み

た

；
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の

瞎

級
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か
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^
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に
#
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.
て
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出
- 0
^

ゐ

：
る.か

を

硏

究

す

る

：
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'
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る

」

士
,;
?

結
^
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^
 

^

.

ど

ん

な: #

質

的

蒸

條

仲

か

ら

生

れ

，
た

：
を

知

^

ぢ

塞

、
；
經
.濟

，
思

想

史
:0

往

羧

だ.と

い.
ふ「

の
せ

#

の
所
«

だ
.と
.
v >
ふ
で
^

は

.I
I
*
:1>
い
？

#
 b

そ
れ
だ
け
で.は
不
充
分
龙o
::
.
;經
濟
思
想
は
更
に
物
質
的
得
在
條
件
：に
働
き
か
け
る
の
で
あ

.
'る

。
パ

少

く
^

も

：、
”

マ
ル
キ
.ラ 

-

:
:
.
»に^

し

、

卩'
!ゼ
0

萊
張
に
依
れ
ば.、
，科
學0
歷
史
ば
科
學
發
展̂
合
則
性
を
閫
明_せ
：ね
ば̂

ち
ぬ
'0」

經
濟
學
が
科
學
^
あ 

經
濟
擧
臾
が
，そ
の
歷
史
で
あ
る
以
卜

M

、
：經
濟
學
史
：は
：經
濟
學
發
展
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經

輩

史
.に
於
け〔

る

最

名

根

本

的

襄

陷

は

、
.賞

に

之

'
が

無

，
い

'と
^
^
^

"

_

濟
坐
沽
並
.
.び
に
政
治
其
他
と
が
、
特
：に
.經
濟
生
两

.
:然
と
し
て
：
^

て
、
科
學
的
分
析.と
稱
す
る
：に
足
ら
な
い
、
べ
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政
治
を
.少
'々
、
.
锊
學
を
少 

々
等
々
を
寄
集
め
て
こ

.1

.ら

へ
，た「

雜
炊
的
概
觀

」

に
依
つ
そ
、
，
.時
代
を
特
：
fl
#

け
て
ゐ
へ
る
に
過
ぎ
な
い
o
;斯
樣
な
福
炊
的
概
観

」

の
中 

で
、
最

も

频

管

語

ち

れ

る
I

は
、

時
代「

精
神」

で
あ
る
とO

.

.

.

.
然
ら
ば
.經
濟
學
發
展.の
合
則
性
は
如
何
。
：こ
れ
は
彼
が
マ
ル
キ
ス
ト
た
，る
限
り
、
改
め
て
聞
く
迄
も
あ
る
ま
い
。
臼
く
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ス
(D
一
略
條
を
ff
a
し
た
'る
後
、
ス
ミ
ス
：學
說
の
分
析
に
入
つ
て

.ゐ
る 
9

.
 

' 

V

:

>

丨
ゼ
m

依
れ
ば
、/〗

：
見
.す
る
處
？
：經
濟
的
知
識
ぬ
百
科
辭
典.

Q

如
き
®

あ
：る
阈t -
論
は
、-

I
v
v

全
卷
の
對
象
が
諸
國
民
の
常
で 

あ
る
こ
と
、o

0

經
濟
的
自
甶
の_思
想
が
全
卷
を
賞
い
て.ゐ
る
こ
と
の
；ー
.
.
3
:ぬ
依
づ
：：て
！
そ
の
各
編
が
内
的
關
聯
を
有
し
て
ゐ
.る

9

分 

業
及
び
資
本
を
論
じ
て
.ゐ
る
第-_
•
i

弟
ニ
_
は
苕
ふ
ま
で
為
い
が
、* 1
濟
史
及
び
經
濟
學̂

を
論
じ
て
ゐ
る|

ー

轉

第

四

編

，
と

_
 

も
、
' 
ス
ミK

：

の
興
味
は
經̂

史
や
經
濟
擧
史
で
，は
な
い
、
：分
業
が
I

都
市
と
農
村
と
の
間'0：

分
業
と
し
てI

一
‘
定

の

歷

史

的

時

代
 

に
於
て
如
何
に
發M
し
た
.か
、
：
又
、
政
策
の.當

否

が

如

何

に

之

：
を

促

.進

.又
は
阻
碍
し：

た
：か
2
>第

:3
^

政
策
.が
、
.特
に
11
商
由
義
が
、
：分
業
の
：_
由
な
る
發
展
を
.妨
げ
.た
か
を
示
す
@
が
第
四
編
の
主
題
で
あ
る
0
即
ち
、
第
一
第
二
編
は
常 

の

稹

極

的

原

因

を

，

第
ー
ー
一
、

第

四

は

消

極

的

原

，
因

.

を
硏
'究
し
.
た

の

：
：で

あ

^

Q 

'

第
:*
;
編
も
、
.國
家
の
^
人
*
支
出
及
び
債
務
を
、國
家
發
達 

の

見

地

か

ら

觀

察

し

て

ゐ

る

め

で

あ

る

と

。
”

'

1:
.

-

:

:

.;

.

.
、
：
；
：

第
ニ
.の
.自
由
.思
想
に
就
い
て

1
K

へ
ば
、

固
よ
り
こ
れ
は
：ス
ミ
ス
の
發
明
で
は
な
い
が
ノ
：
而
も
彼
が
功
緖

.は
、(

-■
*)

こ
の
.思
想
に
现 

論
的
截
礎
を
與
.
へ(一

一)

こ
：

Q
:

思
想
を
歷
史
的
研
究
及
び
：彼
以
前
め
學
說
批
判
の

*

礎
と
しCn

 D

こ
.の
思
想
の
：ト

T

に
.財
政
の
理.論
と
經
f 

政
策
と
を
確
立
し
た
點
'に
#

す
る
と
>

1
ゼ
は
.主
_

る(

倜
.々

0

經
：濟
.理
論
0

論
述
は
，
1
切
猎
略
し-
:
9
:
力
.ア
ド
オ
に
栘
る

)

, 

a

1

ゼ
■に
從
へ；

ば

.々

)

：リ.力
：

K

オ

卞

は

古

典

經

濟

學

の

完

で

各

る
$
&:
所
に
於
^:
、
«:
:
-|
'

^
成
さ
爸
承0

<:
>
窣
、銳
<
論
靜
し
て
ゐ 

る
が
、
.餘
向
の
‘都
合
上
'、：

代
表
的
な
.も
；'の
.と
し
て
•方
法
論
を
例
に
'探
り
、

' 

P
:

丨
¥.の
.筆
法

k
示
.さ
，う
.Q.ぃ
彼.樣
云
.ふ
'

0に
、，

〔

：

力
T

ド
-
ォ
.

杧
生
1
關
係
と
生
產
カ
と
の
統〗

及
び
兩
者
の
矛
盾
の
思
想
が
缺
け
て
ゐ
る
。
第
二
に
、
プ
'ル
ジ
''
8
ア
體
制
の
發
展
に
伴
ひ
、
生
產
諸 

關
係
が
修
正
さ
れ
複
雜
化
す
る
に
過
程
、
從
っ
て
ま
た
生
淹
諸
關
係
を
表
現
す
る
諸
範
疇
が
修
.正
.さ
れ
祺
雜
化
す
る
過
程
が
視
姆
に
上 

ら
な
か
つ
た
。
從
つ
て
最
も
軍
純
な
範
疇
か
ら 

一
!•
複
雜
な
範
疇
に
上
向
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
*
そ
の
結
集
，
例
へ
ば
利
潤
と
_
餘
價 

«1
.と
の
直
接
的
一
致
を
認
め
た
。
第
三
に
リ
ヵ
ア
ド
オ
の
金
分
析
は
、
根
本
に
於
て
、質
的
性
質
で
は
な
く
量
的
性
質
を
帶
び
て
ゐ
た
。
 

價

歧

•
勞

賃

•

利
澗
•
地
代
は一

宛
の
大
き
さ
と
し
て
彼
の
興
味
を
惹
いK

ゐ
る
と
。

要
す
る
に
、n 

i

s
學

靈

は

、
そ
Q

_

Q

iを
別
と
しV

も
、
自
己Q

抱
懐
す
I

議
論
に
就
い
て
讀
た
る
傷
を
有 

す
る
も
の
に
の
み
許
さ
^
た
る
、
明
快
な
る
分
析
と
批
判
と
を
示
し
て
居
り
、
經
濟
學
史
硏
究
に
於
け
る
近
來
の
貢
献
と
S
ふ
べ
く 

リ
ャ
シ
チ
ン
ロ
の
そ
れ
と
比
す
べ
く
も
無
ぃ
。
左
芻
と
'/
.：
.盤
.的
と
の
#
で
あ
ら
う
。
譯
文
亦
概
ね
明
快
で
あ
る
。
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